
No1259

かわにし
町報町報

2025

12
やさしさをつなぐボランティア
cover  川西町YYボランティアサークル



3　町報かわにし 令和７年12月15日

　
地
元
の
方
か
ら
お
誘
い
い
た
だ
い

た
こ
と
が
入
団
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
活
動
を
通
し
て
、
ポ
ン
プ
の
操
作

方
法
等
、
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

他
の
団
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
え
る
関

係
性
も
で
き
て
い
ま
す
。
消
防
団
活

動
は
、
誰
か
の
た
め
に
動
い
て
い
る

よ
う
で
、
自
分
に
も
返
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
火
災
だ
け
で
は
な
く
、
水

害
で
の
出
動
も
増
え
て
い
ま
す
。
記

憶
に
新
し
い
の
は
令
和
4
年
に
発
生

し
た
水
害
で
す
。
多
く
の
団
員
が
長

時
間
出
動
し
、
地
元
の
方
と
も
連
携

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
中
で
、
消

防
団
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地域を守る消防団

災
害
時
も
活
躍

消
防
団
員
募
集
中

特集

　
職
場
の
先
輩
か
ら
「
一
緒
に
入
団

し
よ
う
」
と
お
誘
い
い
た
だ
い
た
こ

と
が
入
団
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
女
性
消
防
団
は
、
現
場
活
動
で
は

な
く
、
啓
発
や
広
報
等
が
主
な
活
動

と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
に
よ
っ

て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
防
災
意
識

や
知
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
と
し
て
み
な
さ
ん
の
安
全
安
心
に
つ

な
が
って
い
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

　
は
じ
め
は
消
防
団
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
ら
ず
に
入
団
し
ま
し
た
が
、
消
防

団
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
地
元
は

自
分
で
守
る
と
い
う
当
事
者
意
識
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
啓
発
や
広
報
活

動
等
、
現
場
活
動
だ
け
で
は
防
ぎ
き

れ
な
い
火
災
の
予
防
活
動
は
、
私
た

ち
が
で
き
る
消
防
活
動
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
火
災
時
だ
け
で
は
な
く
、

災
害
時
も
出
動
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
に
発
生
し
た
大
雨
災
害

で
は
、
発
生
時
か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
延

べ
６
３
６
名
の
消
防
団
員
が
出
動
し
ま
し

た
。
冠
水
し
た
場
所
の
排
水
作
業
や
、
土

の
う
の
設
置
、
避
難
へ
の
呼
び
か
け
、
交

通
整
理
、
被
災
し
た
住
民
の
避
難
な
ど
に

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
排
水
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
な
ど
、

災
害
時
の
対
応
力
を
強
化
す
る
装
備
も
配

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

冠水した場所の排水作業冠水した場所の排水作業 消防団による救助活動消防団による救助活動

　ケーブルテレビNCVの「Nトピ＋プラス
NEWS」内の「かわにし日和」で今回の特
集の内容について紹介されました。
　放送内容は、ケーブルテレビ
番組の配信アプリ「ロコテレ」
でご覧ください。

特集の動画版は
 「かわにし日和」でご覧ください

　
川
西
町
消
防
団
で
は
、
新
入
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

安
全
安
心
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
み
な
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。

　
消
防
団
は
、
満
18
歳
以
上
で
、

川
西
町
に
居
住
（
ま
た
は
勤
務
・

通
学
）
し
て
い
る
方
な
ら
性
別
・

職
業
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
入
団
で

き
ま
す
。

　
消
防
団
に
興
味
が
あ
る
方
や
入

団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
　
防
災
管
財
係

　
☎
０
２
３
８
（
４
２
）
６
６
１
２

消防ポンプ操法発表会　有事に備えたポンプ操法の訓練の成果を披露消防ポンプ操法発表会　有事に備えたポンプ操法の訓練の成果を披露

問

7分団第３部
部長

(吉田)
さん舩山 広

ひろすけ
輔

女性消防団

(玉庭)
さん中田 裕

ひ ろ こ
子班長

町報かわにし　2令和７年12月15日

◆
消
防
団
っ
て
何
？

　
消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
活
動
に
あ
た
り

ま
す
。
ま
た
、
年
額
報
酬
や
災
害
活
動
・

訓
練
に
出
動
し
た
際
の
出
動
手
当
て
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
退
団
し
た
際
に
は
、

勤
続
年
数
に
よ
り
退
職
報
償
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
現
在
本
町
で
は
、
４
２
３
名
が
団
員
と

し
て
所
属
し
、各
地
域
を
所
管
す
る
分
団
・

部
・
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
普
段
何
を
し
て
い
る
の
？

　
消
防
団
の
活
動
は
、
大
き
く
分
け
て
平

時
の
活
動
と
有
事
の
現
場
活
動
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
時
で
最
も
重
要
な
活
動
は
、
火
事
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
火
災
予
防
広
報
で
す
。

消
防
団
車
両
に
乗
り
、
地
域
を
巡
回
し
な

が
ら
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
町
民
に
呼

び
か
け
ま
す
。
ま
た
多
く
の
人
が
集
ま
る

商
業
施
設
で
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
火
災
現
場
で
す
ぐ
に
活
動
で

き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
検
や
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
車
両
や
消
防

ポ
ン
プ
類
の
点
検
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

の
確
認
は
、
日
常
的
な
消
防
団
の
活
動
で

す
。
春
と
秋
に
行
う
消
防
演
習
も
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
素
早
く
活
動
す
る
た
め
の

訓
練
と
な
り
ま
す
。

　
有
事
の
現
場
対
応
は
、
火
災
現
場
に
駆

け
付
け
、
怪
我
な
ど
を
し
な
い
よ
う
安
全

に
注
意
し
な
が
ら
、
消
防
署
と
と
も
に
消

火
活
動
を
行
い
ま
す
。
消
防
ポ
ン
プ
を
使

用
し
た
放
水
活
動
を
始
め
と
し
、
延
焼
を

消防ポンプ操法発表会　有事に備えたポンプ操法の訓練の成果を披露消防ポンプ操法発表会　有事に備えたポンプ操法の訓練の成果を披露

火災防ぎょ訓練火災防ぎょ訓練
（春季消防演習）（春季消防演習）

防
止
す
る
た
め

の
監
視
活
動
や

現
場
の
通
行
規

制
、
交
通
誘
導
、

消
火
し
た
後
の

残
火
監
視
な
ど
、

そ
の
活
動
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。

女性消防団の啓発活動女性消防団の啓発活動

◆
女
性
の
消
防
団
も
い
る
の
？

　
本
町
で
は
、
現
在
５
名
の
女
性
団
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
女
性
消
防
団
は
、
男

性
消
防
団
の
よ
う
に
火
災
現
場
に
出
動
し

て
活
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
火
災
を
予

防
す
る
啓
発
や
広
報
等
の
活
動
が
主
と
な

り
ま
す
。
毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る
秋
の
火

災
予
防
運
動
で
は
、
女
性
団
員
が
火
災
予

防
の
呼
び
か
け
を
録
音
し
、
そ
の
音
声
を

巡
回
広
報
で
放

送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団

の
式
典
の
際
に

は
、
司
会
や
補

助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　　地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
。
地
域
住
民
が
団
員
と
な
っ
て
、
地

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
。
地
域
住
民
が
団
員
と
な
っ
て
、
地

域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
消
防
団
を
特
集
し
ま
す
。

域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
消
防
団
を
特
集
し
ま
す
。

地
域
を
守
る

地
域
を
守
る
消
防
団

消
防
団

特集



▶担当区域内の住民の生活状況や福祉ニーズを、
　必要に応じ適切に把握することに努めます。

▶援助を必要とする方が自立した日常生活を営
　むことができるよう相談に応じ、行政等専門
　機関へつなぎます。

▶援助を必要とする方が、適切に福祉サービス
　を利用できるよう情報提供を行います。

▶社会福祉関係機関と連携し、福祉サービス事
　業に協力します。

　町の地域福祉を支える民生委員・児童委員５５名の
方が決まり、１２月１日㈪に辞令交付式を行いました。
任期は令和７年１２月１日～令和１０年１１月３０日
までです。　
　民生委員・児童委員のみなさんは、今後３年間そ
れぞれの担当区域ごとに、次の活動を行います。Ｐ 6
～ 7では５５名の民生委員・児童委員のみなさんを
担当区域ごと紹介していますので、地域での悩みごと
や心配ごとがありましたらご相談ください。

　
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
退
任
者
全
員
へ
「
県
知
事
感
謝
状
」
が
贈
呈
さ
れ
、

さ
ら
に
、６
年
以
上
在
任
の
16
名
へ
「
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
」
が
、贈
呈
さ
れ
ま
す
。

【
退
任
委
員
一
覧
】

敬
称
略（
　
）内
は
担
当
地
区

竹
田
　
儀
助
（
小
松
）　

倉
靜
一
郎
（
小
松
）

金
子
　
孝
子
（
小
松
）

小
関
　
　
澄
（
小
松
）

大
河
原
壽
男
（
小
松
）

島
貫
　
新
一
（
小
松
）

遠
藤
　
秋
市
（
大
塚
）

平
　
　
　
忠
（
大
塚
）

小
森
　
　
猛
（
大
塚
）

大
津
　
孝
一
（
大
塚
）

淀
野
　
　
寛
（
大
塚
）

加
藤
　
勝
雄
（
中
郡
）

髙
橋
　
建
一
（
中
郡
）

鈴
木
武
五
郎
（
玉
庭
）

竹
田
　
浩
徳
（
東
沢
）

平
　
　
久
子
（
吉
島
）

淀
野
　
洋
子
（
吉
島
）

大
友
　
和
善
（
吉
島
）

　
　
　
　
以
上
18
名

　問福祉介護課　福祉介護課　☎☎ 0238（42）66350238（42）6635

地域福祉の担い手
民生委員・児童委員
～支え合う  住みよい社会  地域から～～支え合う  住みよい社会  地域から～

活動内容

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

～
退
任
委
員
の
ご
紹
介
～

～
退
任
委
員
の
ご
紹
介
～
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#置農#置農
ハッシ

ュタグ
ハッシ

ュタグ

Okitama Agricultural Hi
gh School

Vol.2
2025.12

町報かわにし　4令和７年12月15日

　 １ ０ 月 ２ ４ 日 ～
２６日に青森県三沢
市において全国高等
学校選抜東北予選会
に出場し第２位とな
り、１２月２０日～
２４日に岐阜県で開

　１０月１５日に「収穫感謝祭」を行いました。
　高温や鳥獣害等の影響で例年よりも収穫量が減少
しましたが、各部門から収穫した農作物の状況を報
告し、それぞれの取組みや成果を共有する貴重な時
間になりました。また、生徒や先生方で力を合わせ、
野菜部門で栽培したじゃがいもを使ったカレーを作
物部門で育てた雪若丸に盛り付け、デザートで果樹
部門のりんごをいただきました。置農祭準備期間で
もあり、温かいカレーを食べて一層元気が出ました。
これからも実習に励み、美味しい野菜や果物を地域
の皆様に提供できるように育てていきます。

　山形県の花であり日本農業遺産に登録された「最
上紅花」の新品種開発をテーマとして、私たちはプ
ロジェクト学習に取り組んでいます。その研究が評
価され、バイテク情報普及会主催「高校生科学教育
大賞最優秀賞」を受賞することができました。持続
可能な最上紅花の栽培と植物バイオテクノロジーの
理解をますます深め、今後も意欲的に研究に取り組
み、プロジェクトを深化させていきます！

　　　　　　　農業資源活用科　2 年　 長澤　和

ホッケー部 9 年連続１６回目の
　　　　　　全国選抜大会出場決定！

バイテク情報普及会主催
「高校生科学教育大賞最優秀賞」受賞

大盛況！！「置農祭」 育てた恵みに感謝して～収穫感謝祭～

　１０月１７日、１８日に「置農祭」を開催しました。
1 日目は、実行委員が企画したゲームなどを行い、全校
生が連携と親睦を深め大いに盛り上がりました。2 日目
は一般公開を行い、クラス企画や演劇部や吹奏楽部の
公演、生活部やアグリサイエンス部による展示が印象
的でした。また、模擬店では本格的なマレーシアカレー
や PTA 保護者によるお餅のふるまい等を提供し好評で
した。生徒が実習で育てた農産物の販売も行い、大盛
況のうちに幕を閉じました。ご来場くださいました皆
様、誠にありがとうございました。

催される全国選抜大会への出場権を獲得しました。
今年を締めくくる大会となるので、家族や関係す
るすべての皆様に「感謝の気持ち」を忘れず、私
たちホッケー部のモットーである「あきらめない
精神」で最後まで競技してきます。ご声援の程、
よろしくお願いします。　　
ホッケー部　部長　食料環境科　３年　橋本　琢磨

ニュースニュース



主
任
児
童
委
員

佐藤  まりこ
☎42―2096
小松・犬川・東沢

伊藤  豊実
☎42―4542
東部（一・二）

齋藤  正博
☎48―2517
中郡・玉庭

坂野  孝一
☎42―3472
東部（三・四・五）

松浦  啓子
☎42―4839
四枠、西部四、荒窪

髙橋  道則
☎090ー9684ー3054
東部六、西部三

島貫  優子
☎42―2340
西部（一・二）、相馬山

須貝  建藏
☎46―2743

朴沢

大木  新一
☎42―6500
大舟下、上奥田下

渡部  正志
☎48―2735
大舟上、上奥田上

峯田  志
☎48―2534
大舟中、上奥田中

猪股  延行
☎44―2627
八ツ口、中町、西町

島貫  僚子
☎44―2909
三ツ井、中三ツ井、

土祖神

寒河江  誠
☎44―2697
東郷、北郷、南郷

淀  ひろみ
☎44―2213
東方、北方、西原

笹木  庄伍
☎44―2630
吉田（西・南・中・東）

伊藤  悦子
☎44―2465
上尾長島、堤

齋藤  修一
☎44―2731
尾長島西、尾長島東

寒河江  栄一
☎44―2345
坂水、下屋敷

菅井  美弘
☎42―2919
南向、北向、八幡原

大河原  保彦
☎42―4081
北部（一（宿）・一（四ツ家）・
二・三の一・三の二）

楠田  博雄
☎48―2157
上和合、中程

大友  憲一
☎48―2003
御伊勢町

大河原美代子
☎46―2708

松尾、
柏ノ木西（二・三）

佐藤  昌子
☎48―2465
酒町、柏ノ木西（一）

　いちばん身近な相談役として地区のみな
さんに寄り添った相談を目指しています。
固定電話番号へのご相談の際は

「民生委員に相談したい」と言っ
ていただくとスムーズです。
　お気軽にお電話ください。

 ▶ 地域福祉の担い手　民生委員・児童委員

那須  信夫

北部（四・五）

☎090ー9746ー9346

髙橋  裕子

大塚・吉島

☎090ー9538ー5432
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
任
期
】
令
和
７
年
12
月
１
日
～
令
和
10
年
11
月
30
日

髙橋  栄一
☎46―2536

上萩野、
下萩野（東・西）、緑町

梅津  斎
☎42―5792
町田、東他屋、
門ノ目（一・二）

飯澤  敏子
☎46―2471
高田、大林、松森、

新道

安部  千鶴
☎42―2212
北（三・四）

伊藤  誠
☎46―2625
町、東新田、
西新田、元宿

舩山 マサエ
☎42―3494
千松寺、二番、三番

伊藤  久一郎
☎42―2671
西（一・二・三の一）、
花丘町、根岸住宅

鈴木  義明
☎42―6934
北六、天神東、中一

武田  友祥
☎42―3631
荒井、他屋町、林崎、
中ノ他屋、中

昆  剛雄
☎090ー3576ー7465
四番、五番、谷地、
希望が丘

小川  豊治郎
☎46―2314
坂の上、南五日町、
ひげ町（一・二）、明神町

吉永  寿美子
☎46―2318

美女木

菅井  厚
☎42―3527
犬川、八幡、八幡西、
中沖、横道

渡部  明美
☎42―5715
駅前、押川、
新町、荒井

小林  美雪
☎42―3337
樅ノ木町、道徳、六角

佐藤  博
☎42―3622
中（二・三・四・六）、
舘之北団地

齋藤  二男
☎42―5888
桧、菊田、新田、
一里塚

松田  和久
☎42―3218
矢の目、留塚、
上高豆 、河内

小林  貴美子
☎42―3202
東陽寺前

金田  照子
☎46―2563
中（五・七・八・九）

黒澤  文子
☎46―2650
岡、大野、
原ノ前、蔵久

藤倉  敏晴
☎42―3583
舘、上黒川、
宿、下黒川

松浦  浩一
☎42―6639
南三、南新町、
緑町の一部

菅野  明日香
☎42―3870
諏訪、二井町、塩ノ沢

髙橋  ますみ
☎46―2446
西五、殿原、
栄町、若葉町

倉嶋  しげ子
☎42―4048
西（六の一・六の三・

七・八）

加藤  隆康
☎46―2461
桜木町、平谷地、

平谷地団地、平谷地第二

遠藤  研介
☎42―4412
西（三の二・四の一・
四の二）、北一、北二

小松 大塚 犬川 玉庭中郡 東沢 吉島
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一般会計歳入歳出予算額　　　　１５１億１，７７２万円　　

歳

　出

執行率３９．４％
執行済総額

５９億６，００１万円
基　　金

公 有 財 産

※令和 7年３月末日現在高との比較

※令和 7年３月末日現在高との比較

区　　分 令和７年９月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 7億 3,637 万円 1億 4,161 万円
町 債 管 理 基 金 2億 5,474 万円 8,731 万円
国民健康保険給付基金 6,706 万円 6万円
ふるさとづくり基金 5,438 万円 774 万円
本間喜一顕彰基金 3,723 万円 △ 199万円
起 業 支 援 基 金 2,739 万円 △ 1,728 万円
商工業振興資金融資制度基金 760 万円 △ 685万円
子 育 て 支 援 基 金 645万円 △ 54万円
人材育成交流基金 347万円 △ 338万円
そ の 他 2億 6,222 万円 139 万円

区　　分 令和７年９月末現在 増　　減

土 地 7,671,049㎡ ０㎡

建 物 92,020㎡ ０㎡

有 価 証 券 3,935 万円 ０円

出 資 に よる 権 利 1億 3,068 円 100 万円

各会計町債現在高
水道事業会計

11億 5,888 万円
下水道事業会計

17億 5,721 万円
農業集落排水事業会計

2億 9,387 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、
特定の費用に充てるために課される目的
税です。本町では、都市計画税は下水道
事業会計へ繰り出し、公共下水道事業に
使っています。また、入湯税は観光施設
の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

１４６億１，４３９万円

　町　　税　

９億７，９３７万円

14 億 8,385 万円
    4 億　986万円

　32億 4,430 万円
  11 億 7,564 万円

　24億 3,939 万円
 　 8 億 6,233 万円

  18 億 7,590 万円
　11億 1,680 万円

13億 8,723 万円
6億 2,429 万円

    9 億 9,305 万円
 4 億　123万円

14億2,879 万円
  5 億5,430 万円

　22億 6,521 万円
　　8億 1,556 万円

その他

農林水産業費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

教 育 費

民 生 費

総務費
（36.2%）

（35.4%）

（36.0%）

（59.5%）

（27.6%）

（45.0%）

（40.4%）

（38.8%）

収入・執行済額
予算額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済み額の割合

過疎債
51億 9,285 万円

その他
1億 704万円

土木債
13億 221万円

臨時財政対策債
24億 9,074 万円

災害復旧債
5億 6,236 万円教育債

6億 7,233 万円

総務債
25億 940万円

県振興資金
8億 4,105 万円

農林水産業債
9億 3,641 万円

固定資産税
5億 2,951 万円町民税

3億 2,568 万円

軽自動車税
　　6,802 万円

たばこ税　5,383 万円 入湯税　233万円
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一般会計歳入歳出予算額　　　　１５１億１，７７２万円　　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
に
町
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２

回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

令
和
７
年
９
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
通
常
、
町
の
会
計
は
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て
い
る
事
業
等
は
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、

歳

　入

収入率３８.７％
収入済総額

５８億４，３４３万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額

国民健康保険事業 17億 8,661 万円 6億 6,728 万円 7億　948万円

介 護 保 険 事 業 21億 3,748 万円 9億 3,774 万円 8億 2,160 万円

後期高齢者医療 2億 2,059 万円 8,448 万円 7,964 万円

公営企業会計 一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 1,063 万円 1億 2,994 万円 8,069 万円

資 本 的 収 支 0円 1億 1,389 万円 △ 1億 1,389 万円

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 2億 4,657 万円 5,167 万円 1億 9,490 万円

資 本 的 収 支 0円 1億 1,724 万円 △ 1億 1,724 万円

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き

収 益 的 収 支 3,936 万円 441 万円 3,495 万円

資 本 的 収 支 0円 2,223 万円 △ 2,223 万円

◆水道事業会計

◆下水道事業会計

◆農業集落排水事業会計

令和７年度 上半期

令和７年９月３０日現在

（前年度からの繰越分を含む）

国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

　
本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会

計
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
問
企
画
財
政
課
　
☎
０
２
３
８
（
４
２
）
６
６
１
１

収入・執行済額
予算額

その他

地方消費税
交付金

県支出金

町　税

国庫支出金

町　債

地方交付税
（64.6%）

（0.6%）

（11.5%）

（63.8%）

（25.4%）

（63.8%）

（30.3%）

54億 8,942万円

27億 4,350万円
     　1,540万円

21億　518万円
  2億 4,200万円

8億 5,717万円
2億 1,803万円

3億 6,400万円
  2億 3,241万円

35億 4,424万円

15億 3,607万円
  9億 7,937万円

20億 2,238万円
  6億 1,198万円

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済み額の割合
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①申し込み

②審査・決定
④印刷・発行

③広告料の払い込み

▶ 掲載希望月の前月１５日までに、申込書に広告
　原稿を添付して企画財政課に提出してください。
　 メール：koho@town.kawanishi.yamagata.jp
　　　　　（企画財政課 広報担当）

▶ 申込書は、企画財政課窓口またはホームページ
　からダウンロード可能です。

▶ 広告掲載基準に従い審査し、掲載の可否を決定
　 します。掲載の場合は、「広告掲載決定通知書」
　 と広告掲載料の納付書を、掲載できない場合は
　 「広告非掲載決定通知書」を送付します。

▶ 広告掲載の優先順位は「国、地方公共団体」「町
　 内事業所」「町外事業所」となります。同一順位
　 内における優先順位は、申込順とさせていただ
　 きます。

※ 法令、条例、規則に違反するもの、公序良俗に
　 反するもの、政治・宗教活動、または個人的宣
　 伝に関するものや意見広告など、広告として掲
　 載できない場合があります。詳細は町ホームペー
　 ジをご確認ください。

　町では、新たな財源を確保し、広報誌の充実をはじ
め町民活動への還元を目的に、「町報かわにし」の紙面
上に有料広告を掲載しています。
　「町報かわにし」は毎月５，０００部発行され、町内
各世帯に配布されます。また、町ホームページでも見
ることができます。

▶ 「広告掲載決定通知書」内に掲載されている期限
　 までに、納付書により広告掲載料を払い込んで
　 ください。

▶ いただいた原稿データをそのまま「町報かわにし」 
　 に掲載します。
▶ １・２種広告の掲載箇所は指定できませんのでご 
　 了承ください。

申込書のダウンロードはこちらから▶
　　　　　　　　（町ホームページ）

▶掲載箇所／表紙・裏表紙を除く
　ぺージの下段１段の２分の１
▶規　格／縦45ｍｍ×横87ｍｍ
▶掲載料／月額８，０００円

▶掲載箇所／表紙・裏表紙を除く
　　　　　　ぺージの下段１段
▶規　格／縦45ｍｍ×横175ｍｍ
▶掲載料／月額１５，０００円

１種広告

２種広告
１種 １種 ２種

企画財政課　☎ 0238（42）6695
申込・問合せ先

広告掲載までの流れ

冬冬
へ
の
へ
の
備備
ええ
はは

　
　
　

　
　
　

    

万
全
万
全
に
！
に
！

　町では、深夜の新積雪が１０ｃｍ以上となると除雪機
械が出動します。
　早期除雪は、午前７時３０分終了を目途に出動してい
ますが、降雪や積雪状況、除雪ルート等により時間差が
生じます。また、近年は朝方に雪が降る傾向があり、除
雪後の道路に降り積もる場合もありますので、このよう
な状況についてはご理解願います。
　冬期間の出勤やお出かけの際は、時間と心に余裕を
もっていただきますようお願いします。

　
道
路
へ
の
雪
出
し
は
、
交
通
安
全
上
、
大

変
危
険
な
行
為
で
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

雪
出
し
行
為
が
原
因
の
事
故
、
車
両
損
傷
等

の
責
任
は
、
雪
出
し
行
為
者
が
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
気
遣
い
を

　
除
雪
作
業
は
、
深
夜
１
時
半
に
は
準
備
が

始
ま
り
、
昼
夜
を
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
な
り
手
が
不
足
し
て
い
る

中
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
な
交
通
確
保

に
向
け
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
除
雪
機
械
を
停
車
さ
せ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
直
接
苦
情
や
要
望
を
訴
え
る
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
大
変

危
険
で
あ
り
、
さ
ら
に
除
雪
作
業
の
遅
延
を

招
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
日
々
、
努
力
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
気
遣
い
、
除
雪
作
業
の
遅
延
と
な
る
除
雪

機
械
の
停
車
等
の
行
為
は
、
厳
に
控
え
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
会
社
に
対
し
て
も
、
強
い
口

調
で
苦
情
を
寄
せ
る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
行
為
も
謹
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
宅
出
入
り
口
に
除
雪
作
業
の
雪
が
　

　
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
通
常
の
除
雪
作
業
の
ほ
か
、
気
温
が
上
昇

し
通
行
し
に
く
く
な
る
雪
を
取
り
除
く
「
ザ

ケ
取
り
」
作
業
で
は
、
で
き
る
限
り
住
宅

入
口
に
は
雪
を
置
か
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
機
械
の
能
力
や
降
雪
状
況
、
ま
た
、

路
面
状
況
や
住
宅
の
密
集
度
等
に
よ
り
、
雪

を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
安
全
な
交
通
の
確
保
に
は
必
要

な
作
業
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
路
上
駐
車
・
夜
間
駐
車
は
し
な
い
！

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
作
業
全
体
の

遅
延
を
招
き
ま
す
。
路
上
駐
車
、
夜
間
駐
車

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
大
雪
、
強
風
時
は
と
て
も
危
険
！

　
不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
、
外
出
が
事
前

に
予
測
さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
用
事
を
済
ま

す
か
、
延
期
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
作
業
も
危
険
が
伴
い
、
除
雪
機
械
が

出
動
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

●
田
畑
へ
の
砂
利
対
策

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利
が
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
測
さ
れ
る
場
所
に
は
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
空
き
地
の
利
用

　
集
落
内
の
除
雪
の
際
に
は
、
雪
を
貯
め
て

お
く
場
所
が
必
要
と
な
り
、
確
保
で
き
な
い

場
合
は
、
除
雪
作
業
が
大
変
困
難
な
状
況
と

な
り
ま
す
。

　
集
落
内
の
空
き
地
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
土
地
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
要
望
は
自
治
会
長
を
通
し
て

　
個
人
的
な
要
望
は
、
緊
急
時
以
外
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

●
防
火
施
設
や
ご
み
収
集
所
等
の
除
雪

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ご
み
収
集
所
な
ど
の
除
雪
は
、
利
用
す
る
地

域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

ご
理
解
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

道路除雪のお問合せ先
●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎ 0238(37)5300
●その他の国道 ･県道
　置賜総合支庁建設部道路計画課
　☎ 0238(26)6080
●町道
　地域整備課
　☎ 0238(42)6647

道
路
へ
の
雪
出
し
は

お
や
め
く
だ
さ
い
　

道路除雪作業にご理解、ご協力を！

町報かわにし　10令和７年12月15日
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第４７回全国公民館研究集会東京大会

髙橋由和さん優良職員表彰受賞
11/14

　髙橋由和さん（特定非営利活動法人きらりよしじま
ネットワーク理事）が町長に受賞を報告しました。髙
橋さんは、平成元年から吉島地区公民館の事務局員と
して努められ、平成２１年度にコミュニティセンター

　ＪＡ山形おきたま様とＪＡ共済連山形様より、カーブ
ミラー５基寄贈いただきました。この寄贈は昭和４８年
から毎年続いていて、今年で通算３２０基となります。
　贈呈式には、ＪＡ山形おきたまの若林英毅代表理事
組合長らがご来庁し、茂木町長へ目録をお渡しいただ
きました。
　いただいたカーブミラーは有効に活用させていただき、
交通事故防止に役立てていきます。

カ ー ブ ミ ラ ー 贈 呈

交 通 事 故 防 止 の た め に
11/18

　玉庭水田養魚研究会（鈴木孝幸会長）は、本町を代
表する郷土料理「むくり鮒」の原料となるフナの生産
から加工、販売までを行う６次産業化による付加価値
向上に努め、その文化的価値を活用したＰＲによる普
及活動を行ってきました。それらの活動による内水面漁
業振興への貢献が評価され、表彰されました。
　また、むくり鮒は、文化庁が推進する「１００年フー
ド」にも認定され、さらに関心が高まっています。

令和７年度山形県水産業賞表彰

玉庭水田養魚研究会が受賞
11/18

川西町 Facebook で
町の他の話題もご覧いただけます

▲  ▲  ▲

　ＪＡ山形おきたま稲作振興会川西支部様（菅井恒昭
支部長）より、川西中学校へつや姫が提供されました。
１１月２５日㈫に菅井支部長ら関係者が川西中学校に
来校し、矢野斉校長に直接贈呈されました。

川 西 中 学 校 に つ や 姫 を 提 供

子どもたちの食育のために
11/25

　川西中学校では、朝食をしっかりとることと食の自
立に向けての一歩として、提供された米を生徒たちに
配布し、生徒たちは一定期間朝食と昼食のご飯を自分
で準備する取り組みを行いました。

▲動画はこちら

へ移行してからは、吉島地区交流セン
ター事務局長に就任、令和７年３月に退
任するまで生涯スポーツの推進や地域の
活性化に尽力されました。

町報かわにし　12令和７年12月15日

第１６回川西町民生活安全推進大会

わたしたちが築く安全安心のまち
11/1

　生活安全や交通安全にご尽力いただいた方々への表
彰をはじめ、防災標語やポスター等の表彰のほか、少
年の主張置賜大会に出場した川西中学校３年生の川崎
柚菜さん、完戸孝祐さんによる堂 と々した主張発表が行
われました。
　また、元岩手県大槌町職員の佐々木健さんを講師に
迎え「震災を忘れない講演会」が開催され、参加者は
震災を思い起こし熱心に耳を傾けられていました。

各 地 区 で 秋 祭 り 開 催

収穫と地域の 交 流 に喜 び を
10/26～ 11/9

　町内７地区で秋祭りが開催され、農産物や芸術作品
の展示、物販、餅のふるまい、イベントステージなどが
行われました。
　吉島地区では、１１月９日㈰に「吉島ふれあい祭
２０２５」が開催されました。ステージでは、地区と交
流がある慶応義塾大学の「ちょこ健」による健康に役
立つ「ちょこ健体操」が披露され、来場者も一緒に体
を動かしていました。

租税教育推進校への米沢税務署長表彰

大 塚 小 学 校 へ 感 謝 状
11/11

　このたび長年にわたり租税教育を推進した功績として
米沢税務署より大塚小学校へ感謝状が贈呈されました。
　大塚小学校では、租税教室の開催や税に関する絵は
がきコンクールへの参加などにより、租税の役割や国民
の納税の義務に関する正しい知識の普及が行われてき
ました。
　当日は、野崎博行署長が大塚小学校に訪問し、木村
浩登校長に感謝状が贈呈されました。

国際大会・全国大会出場選手 4 名に激励金交付

上位大会へ臨む選手たちにエール
11/12・13

　ホッケー日本代表として国際大会に出場される小野柊
羽さん（山梨学院大学）、齋藤はなみさん（山梨学院大
学）、安部そらのさん（川西中学校）へ、全国高校駅
伝競走大会に出場される荒木結心さん（山形城北高等
学校）へ激励金を交付しました。
　なお、小野さんについては、本号裏表紙「Team 
Kawanishi」にインタビューを掲載しています。ぜ
ひご覧ください。

▲安部そらのさん▲安部そらのさん
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▲町ホームページ

お知らせ

町立小学校の適正配置に関する検討状況
問教育文化課　☎ 0238（42）6659

　「川西町立小学校の適正配置を考える協議会」で協
議している内容を報告します。
●少子化以外の学校運営の課題
①労働人口の減少に伴い教職員が足りない。小学校を
　集約して教職員不足に対応したい。
②老朽化の進む学校が多い。小学校を集約して十分な
　整備を進めたい。
③財政規模に見合った学校数にし、子ども達の将来に
　向けて財政状況を改善したい。
●適正配置の検討に向けた指針
①現存する校舎を活用するために、児童や教職員の収
　容人数、予想される学級数と現教室数、建築年度等
　の条件を考慮する。
②適正配置の複数の方法についてシミュレーションし、
　教育環境を整備しながらも財政的負担を最小限に留
　める。
③学級編制については、多人数単学級による学級編制
　をできる限り避けるとともに、複式学級による学級
　編制が継続しないようにする。
④開校や閉校には、通常業務に加えた児童への指導や
　準備への業務が伴うため、学校の通常業務が滞るこ
　とのないように準備期間を確保する。

≪保護者懇談会の主な質問や意見≫
　　　　　（１０月７日㈫～２３日㈭　５会場で開催）
　将来的には町立小学校１校にすることを目標とする
中において、おおむね１０年以内に町内５校の小学校
を１校ないし２校の配置となるよう検討を進めること
については、「統合は良いと思う」「統合は仕方がない」
という意見とともに「統合のスケジュールはどうなる
のか」という質問を多くいただきました。

　その他にいただいた質問等について
は、町ホームページをご覧ください。

●対象　令和８年４月に町内の小中学校に入学予定の
　お子さんの保護者のうち、経済的理由によりお困り
　で要件に該当する希望者
●支給額　小学校　５７，０６０円
　　　　　中学校　６３，０００円
●申込　申請書類に必要事項を記入し、教育文化課ま
　で持参または郵送ください。（町立小学校在籍児童

就学援助費「新入学学用品費」の
入学前支給お知らせ

　の保護者は小学校に提出ください。）
●申込期間
　令和８年１月５日㈪～２３日㈮
　詳細は町ホームページをご確認く
ださい。

問教育文化課　☎ 0238（42）6659 ▲町ホームページ

　年末年始期間中の休場日は、以下のとおりとなりま
す。
●斎場休場日　令和８年１月１日㈭～２日㈮まで

斎場の年末年始期間中の休場日の
お知らせお知らせ

問住民課　☎ 0238（42）6618 　　問政策推進課　☎ 0238（42）6604

　約１年半にわたる工事が完了し、１２月上旬
に建物の引き渡しを受けました。
　現在、来春のオープンへ向け、施設内への備
品の整備を進めております。
　なお、来年の３月いっぱいまでは外構工事が
続きますので、引き続き皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

▲町ホームページでも工事の進捗状況をご確認いただけます。

今月の“まちりあ”

町報かわにし　14令和７年12月15日

　米沢信用金庫様の創業１００周年を記念し、川西ダ
リヤパークゴルフ場に桜１５本の寄附・植樹をいただ
きました。
　米沢信用金庫様は、町の指定金融機関として行政運

桜 の 植 樹 及 び 標 柱 披 露 式

米沢信用金庫様から桜の寄附
11/25

営や中小事業者支援に長年ご協力いただいています。
　寄附いただいた桜は、川西ダリヤパークゴルフ場の
環境設備として、来訪者の憩いづくりや春の花見シー
ズンの魅力向上に役立てていきます。

　令和７年度山形県景観ビューポイントサポーター感
謝状贈呈式が行われ、里山と下小松古墳群を守る会に
山形県知事から感謝状が贈呈されました。
　同会による里山の環境整備や希少な動植物の保護活
動、景観保全の尽力等の功績が認められたことによる
贈呈です。
　感謝状は、県内で４団体に贈呈され、本年度を含め
計１３団体が選ばれています。

下小松古墳群の景観維持活動に感謝状贈呈

里山の美しい自然や景色の保全に貢献
11/25

　町内に農場を持つ㈲ピックファーム室岡様から町内
の小中学校へ豚肉が提供されました。会社独自のビタ
ミンＥやミネラルを多く含んだ飼料を使って、愛情を
込めて育てられた豚肉は、やわらかさ、甘さ、脂のバ
ランスが良いおいしいお肉です。
　犬川小学校では、給食で豚キムチ丼としてふるまわ
れ、多くの児童がおいしい豚肉をおかわりし、笑顔があ
ふれる給食の時間となりました。

学 校 給 食 に 豚 肉 の 提 供

地場産のおいしい豚肉を味わう
11/28

川西町 Facebook で
町の他の話題もご覧いただけます

▲  ▲  ▲

　町民総合体育館で開催され、午前は小学生の部、午
後は一般の部が行われました。小学生、一般の部とも
に開催されるのは、コロナ禍以来 6年ぶりとなります。
　小学生の部では、１０チームが参加し、２つのリーグ

川 西 町 ユ ニ ホ ッ ケ ー 大 会

各 世 代 で 白 熱 し た 試 合
11/30

に分かれてそれぞれ総当たり戦が行われ
ました。各チーム日頃の練習の成果を発
揮し、白熱した試合となりました。結果は、
町ホームページをご覧ください。 ▲町ホームページ
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　冬期間（１２月から３月）の水道メーター検針につ
いては、積雪により検針を行うことができないことか
ら、１０月、１１月の平均使用水量をもとに算定した
概算料金で請求させていただき、翌春の最初の検針で
精算させていただいております。
　冬期間の料金につきましては、毎年１２月中旬に、
標記通知書にてお知らせしておりましたが、今年度よ
り、標記通知書については、希望される方にのみ送付

上下水道料金
冬期概算通知書についてお知らせ

させていただきます。
　送付を希望される方は、お手数をおかけしますが、
問合せ先までお問い合わせください。

問地域整備課　☎ 0238（42）6653

●種類　地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査
　の執行に関する条例第２条の規定に基づく定例監査
●執行期日及び監査対象課等
　１０月２９日　税務会計課、議会事務局
●監査委員　嶋貫榮次、渡部秀一
●対象事項　対象所管課等の主として令和７年度にお
　ける財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の
　管理に関する事項
●方法　事前に提出を求めた関係書類を確認するとと
　もに、各種申請書類、会計書類等の確認を行い、関
　係者からの説明を聴取し監査を執行した。

監査結果のお知らせ
お知らせ

●結果　監査対象事項については、
　適正に処理されているものと認め
　る。

▲町ホームページ
問監査委員事務局
☎ 0238（42）6674

▲町ホームページ

　毎年、一般家庭や事業所のホームタンクから灯油な
どが漏れ出して、河川に流出する事故が発生していま
す。その原因のほとんどは、人的ミスによるものです。
●目を離さない・その場を離れない
　ホームタンクなどから給油する際は、絶対にその場
を離れないようにしましょう。

油流出事故にご注意ください
お知らせ

●定期点検を怠らない

　問住民課　　　☎ 0238（42）6618
　　川西消防署　☎ 0238（42）3700

　配管やホームタンクの定期点検に
努めましょう。万が一流出があった場
合はすぐに連絡してください。

●営業時間を短縮する期日
　１２月２９日㈪～３１日㈬
　該当期日の営業時間　８時４５分～１６時３０分
●臨時休業日　１月１日㈭～４日㈰
※ご利用の方は、窓口の営業時間内に切符を購入いた
　だくか、車内や降車駅で運賃・料金をお支払いくだ

羽前小松駅
年末年始の営業時間のお知らせお知らせ

　さい。
●通常営業時間
　平日　　７時４５分～１９時００分
　土日祝　８時４５分～１６時３０分
　※定休日は第２・４日曜日

問羽前小松駅　☎ 0238（42）2533

　入居を希望される方は、窓口備え付けの申込書をご
提出ください。
●募集内容　県営舘之北アパート
●料金　入居者全員の収入により住宅使用料を算定
●対象　住宅に困窮している方
●申込期間　１月９日㈮～１６日㈮
　　　　　　９：００～１６：３０
　※土曜日、日曜日、祝日は休館日となります。
●入居時期　３月下旬
　　　　問山形県住宅供給公社　置賜地域管理事務所

☎ 0238（24）2332

県営住宅入居者募集
募 集

●受付内容
①建設工事、測量・建設コンサルタント業務等（追加
　申請）
　▶受付期間　令和８年２月２日㈪～２０日㈮
　▶有効期限　令和７・８年度
②物品納入・役務提供（定期申請）
　▶受付期間　令和８年１月１５日㈭～２月５日㈭
　▶有効期限　令和８・９・１０年度
※上の期間のうち、土曜日、日曜日及び祝日を除く。
※郵送の場合、当日消印有効。
　申請方法等詳細は、組合ホームペー

置賜広域行政事務組合
競争入札参加登録申請の受付お知らせ

ジをご確認ください。

▲置賜広域行政事務
　組合ホームページ

問置賜広域行政事務組合
☎ 0238（26）7488

町報かわにし　16令和７年12月15日

　農業・商業・建設業などの事業を行い、令和８年１
月１日現在、町内で事業に使用する資産（償却資産）
を所有している個人および法人の方は、町に資産を申
告することが地方税法で義務付けられています。
　また、資産の増減がなかった方、廃業された方につ

固定資産（償却資産）の適正な申告
をお願いしますお知らせ

きましても、その旨の申告が必要と
なります。お早めの申告をお願いし
ます。　
●申告期限　令和８年２月２日㈪

▲町ホームページ問税務会計課　☎ 0238（42）6624

●給与所得控除の見直し
　給与の収入金額が１９０万円以下の方は、給与所得
控除の最低保障額が５５万円から６５万円に引き上げ
られます。
　なお、給与の収入金額が１９０万円を超える方の給
与所得控除額は、これまでどおりで改正はありません。
●各種控除に係る所得要件・控除額の引上げ
　各種扶養控除などの適用を受ける場合の所得要件額
が１０万円引き上げられます。
●大学生年代の子等に関する特別控除（特定親族特別
　控除）の創設
　１９歳以上２３歳未満の方のうち、合計所得金額が
５８万円を超え、扶養控除を適用できない方も段階的

令和８年度以降に適用される個人
住民税の主な改正点お知らせ

に控除を受けられるようになりま
す。控除額は、当該親族の合計所得
金額に応じて逓減（徐々に減少）し
ます。
問税務会計課　☎ 0238（42）6622 ▲町ホームページ

　個人住民税の申告について、令和 8年度分（令和 7
年中の所得などに対する申告分）から、電子申告が開
始されます。
　スマートフォンやパソコンで、マイナンバーカード
を利用して、eLTAX（エルタックス）（※）から申告
手続きが開始される予定（令和8年1月上旬開始予定）

個人住民税申告の電子化について
お知らせ

です。
※地方税ポータルシステムの呼称
　で、インターネットを利用し、地
　方税における手続きを電子的に行
　うシステムです。

▲町ホームページ問税務会計課　☎ 0238（42）6622

　専門の相談員が、不登校・ひきこもり状態に関する
相談に対応します。ご家族、友人、知人、もちろんご
本人からの相談も可能です。どんなささいなことでも
構いませんので、ご相談ください。当日は予約優先の
ご案内となります。
●日時　１月２２日㈭　１２：００～１４：００

不登校・ひきこもり相談会
お知らせ

●場所　役場１階相談室
●料金　無料
●申込　問合せ先へ電話で申込み

問特定非営利活動法人With 優
　☎ 0238（33）9137 ▲町ホームページ

　年末年始のし尿汲み取りは大変混み合います。
　し尿汲み取りは、先着順にて申し込みを受付け、順
番に汲み取りに伺います。申し込み状況によっては、
年内の汲み取りが難しく正月明けの汲み取りとなる場
合がありますので、早めのお申し込みをお願いします。
●申込先　し尿収集申込所（尾形興業有限会社内）
　　　　　☎ 0238（47）2537

年末のし尿汲み取りのお知らせ
お知らせ

問住民課　☎ 0238（42）6618

よりホームページをご確認くださ
い。

▲自衛隊米沢地域
　事務所ホームページ

≪募集種目　自衛官候補生≫
●応募資格　１８歳以上３３歳未満の男女
●受付期間　随時募集中　　
●試験日　　受付時にお知らせします。
≪募集種目　予備自衛官補（一般・技能）≫
●応募資格　１８歳以上５２歳未満の男女（一般）
　　　　　　１８歳以上５５歳未満の男女（技能）
　　　　　　※保有する資格により異なる
●受付期間　①令和８年１月下旬から４月上旬まで
　　　　　　②令和８年６月下旬から９月上旬まで
●試験日　　受付時にお知らせします。
　※詳しくは事務所に問合せ、または下のQRコード

自衛官募集のお知らせ
募 集

問自衛隊米沢地域事務所
（米沢地方合同庁舎４Ｆ）

　☎ 0238（23）0011
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そ
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落
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。
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ど
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世
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必
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と
り
ま
と
め
、
神
社
か
ら
御
札
を

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
講
中
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　
年
の
瀬
が
近
づ
き
、
寒
さ
が
一
層

厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
火
災
が
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改
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。
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仏
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ヤ
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ノ
ミ
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ト
）
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祭
神
と
し
、
そ
の

使
い
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さ
れ
る
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に
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狗
の
社
」
と
も
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れ
て

い
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す
。

　
家
内
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五
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あ
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る
心
願
成
就
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導
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わ
れ
て
い
ま
す
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あ
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さ
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す
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東
日
本
は
も
と
よ
り
東
北
地

方
に
も
広
い
信
仰
圏
を
も
ち
、
置
賜

地
域
で
は
、
か
つ
て
出
羽
三
山
信
仰

に
次
い
で
盛
ん
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
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。

　
本
町
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集
落
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位
で
古
峯
講
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織
さ
れ
、
数
年
に
一
度
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で
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す
る
代
参
が
盛
ん
に
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こ
な
わ

れ
ま
し
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。
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月
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月
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に
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、
拝
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し
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札

を
納
め
る
た
め
に
造
立
さ
れ
た
石
碑
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No.

▶
明
治
35
（
１
９
０
２
）
年
造
立
の
古
峯
神
社

　
の
石
碑
（
大
字
下
平
柳
）

町報かわにし　18令和７年12月15日

かわにし子育てアプリかわにし子育てアプリ
かわるるかわるる

子育てに関する便利な情報の掲載や、イベントの予約
もできます。

（ダウンロード・利用料は無料）

▲ App Store ▲ Google Play▲詳細はこちら

イベント 子育て 健康

▲ ▲ ▲

行事予定カレンダーを
町のホームページで公開して
います

【時　間】　１０：００～
【場　所】　フレンドリープラザ
【料　金】　無料
【持ち物】　ウォーキングシューズ
【申込み】　問合せ先に電話
【その他】　２回参加毎に浴浴センターまどかの入浴
　　　　　券を１枚贈呈します。

ぐるりウォーク＋１０

問健康子育て課　☎ 0238（42）6640 

１
15
[ 木 ]

イベント 日　時 場所 申込締切 詳細 問合せ先

クリスマスコンサート １２月２２日㈪１０：３０～１１：３０ 子育て支援
センター

申込不要 子育て支援センター
☎0238（44）2822

ルンルン子育て広場
『お正月かざりを作ろう』

１２月２６日㈮
９：３０～１１：３０

こあらっこ広場 １月１４日㈬
１４：１５～１５：００

ママ＆ベビー
リフレッシュ教室

１月１４日㈬
１３：１５～１４：１５ 開催日の

１週間前
健康子育て課

☎0238（42）6640
離乳食教室 １月２７日㈫

９：３０～１１：３０
農村環境改善
センター

美郷幼稚園開放日 １月１３日㈫
１０：００～１１：００ 美郷幼稚園

申込不要

美郷幼稚園
☎0238（42）4316

北斗幼稚園開放日 １月１５日㈭
１０：００～１１：００ 北斗幼稚園 北斗幼稚園

☎0238（42）4808

子育てイベント・施設開放日

▲詳細

▲町ホームページ

子育て支援センター
年末年始休業について　

１２月２９日㈪～１月３日㈯までは年末年始休業のため閉所となります。

町の情報をスマホで手軽に

　町報では町の情報を読み
やすくするために、情報を
よりコンパクトにまとめて
掲載しています。
　さらに詳しくご覧いただ
きたい情報は、町ホーム
ページなどのＱＲコードに
よりご案内しています。

ＱＲコードの読み取り方

❶ ❷ ❸ ❹

カメラを起動 ページが
表示される

QRコードを
カメラで写す

表示された
文字を押す

※機種によって異なる場合があります。

町報内にあるＱＲコードを読み取りましょう！

試してみよう！
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… 11 月受付分 …

おめでとう そして ありがとう

氏名 性別 保護者 大字

島津羽
は く と

久斗 男 友幸・ 若菜 吉田

ようこそ赤ちゃん　1 名

【おめでとう そして ありがとう】は、１１月に掲
載の申し込みがあった方のみ掲載しています。

１２・１・２月の無料相談

（南陽市椚塚４２０－７）

▲

診療日　日曜日・祝祭日
　　　　　12/21 ㈰・12/28 ㈰・12/31 ㈬・1/1 ㈭・1/2 ㈮・１/3 ㈯・
　　　　　1/4 ㈰・1/11 ㈰・1/12 ㈪▲

時　間　８：４５～１１：４５／１３：００～１６：３０▲

診療科目　主に内科、小児科
※ただし、次の①～③に該当し受診を希望する方は事前に電話でお問合

　休日診療所は、比較的症状の軽い救急患者に診療を行うための初期救
急医療機関です。休日の急な発熱、体調不良等にご利用ください。
※マイナ保険証（健康保険証利用申し込みが完了したマイナンバーカード）または保険証（資
　格確認書）を忘れずにご持参ください。なお、支払いは現金のみとなります。

南陽東置賜休日診療所 ☎ 0238（40）3456

１２月町税等
●町・県民税（４期）
●国民健康保険税（６期）
●介護保険料（６期）
●後期高齢者医療保険料（６期）
●水道・下水道料金（１１月使用分）

口座振替日　１２月２５日㈭
納 付 期 限　１２月２５日㈭

※上下水道料金の納付期限は１月５日㈪

問住民課　☎0238（42）6616

※役場にお越しの際は事前にご連絡をいた※役場にお越しの際は事前にご連絡をいた
　だけると相談がスムーズです。　だけると相談がスムーズです。

成約 91件（令和7年11月末）

登録累計 127 件
のうち

▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　チ
ェ
ッ
ク
！

空き家利活用のご相談は
川西町空き家バンク まで

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

行 政 相 談 12/17㈬・1/21㈬・2/18㈬
13：30 ～ 15：30

健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

住民課
☎ 0238（42）６６１5

交通事故・相続・
遺言・各種手続
全般の相談

1/14 ㈬・2/4 ㈬
13：00 ～ 15：00 役場１階相談室

行政書士会米沢支部
☎ 0238（42）4820

（川崎）　予約可
きらきら親子

相談（要予約）
1/8 ㈭
①9：30～②10：45～

子育て支援
センター

健康子育て課
☎ 0238（42）6640

幼児ことばの
相談室（要予約）

1/15 ㈭
①9：00～②10：30～

子育て支援
センター

健康子育て課
☎ 0238(42)6671

心の健康相談
（要事前予約）

1/21 ㈬
10：00 ～ 11：30

長井会場（置賜総合
支庁西置賜地域振興局） 置 賜 保 健 所

地 域 保 健 福 祉 課
精神保健福祉担当
☎ 0238（22）3015

12/24 ㈬・1/8 ㈭
2/4 ㈬・2/18 ㈬
9：30 ～ 11：00

米沢会場
（置賜総合支庁本庁舎）

心配ごと相談
12/17㈬・1/7㈬・1/21㈬
2/4㈬・2/18㈬
13：30 ～ 16：00

健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

社会福祉協議会
☎ 0238（46）3040

法 律 相 談
（要事前予約）

12/18㈭・1/15㈭・2/19㈭
13：00 ～ 16：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ 0238(21)5250

※お身体が不自由な方の相談は13：00～14：00に行います。
　予約時にご相談ください。

ご冥福を祈ります
氏名 年齢（満） 大字

藤戸　慧子 83 上小松

藤島英二郎 95 上小松

吉村ひとみ 66 玉　庭

安部　　覺 79 洲　島

加藤　賢治 84 上小松

須貝 かつ 95 大　舟

髙橋　とよ 85 上小松

渡部　芳子 97 洲　島

井上　さだ 100 上小松

曽根原朋子 90 上小松

志賀　仁一 87 中小松

鈴木　なつ 94 洲　島

金子　正義 85 上小松

伊藤　壽子 93 上小松

保科　敬子 85 西大塚

鈴木　　浩 82 下奥田

大河原由利子 58 朴　沢

松田　とも 94 洲　島

石田　　啓 94 上小松

１３，０３８人（－４２）

　男　　６，４５６人　（－１２）

　女　　６，５８２人　（－３０）

世帯数　４，８９０世帯（　　０）

※１１月末日現在の住民基本台帳人口

川西町の人口

　せください。
　①咳や熱などの症状がある方
　②外科を希望される方
　③小学生未満のお子様の受診を希望される方 ▲町ホームページ

　12/31 ㈬～ 1/3 ㈯も休日診療所をご利用ください
　公立置賜総合病院救命救急センターが非常に込み合います。
年末年始も安心して休日診療所をご利用できます。（受付時間は同上）

町報かわにし　20令和７年12月15日

高齢者虐待について

問福祉介護課内　地域包括支援センター　☎ 0238（42）6638

包括支援センターだより

【まちカフェ（認知症カフェ）】　・日時：１２月２４日㈬　１０：００～１１：３０　　・場所：生きがい交流館

こあらすくすく

子育てコラム
　１０月下旬にファミリーサポートセンター協力会員研修会
を開催しました。今回は近隣市町の担当者や会員との交流を
はじめ、遊戯施設の見学や預かり状況、預かり中の遊びや過
ごし方についての情報交換をしました。どのお話からも地域
の子育て家庭を支えたいという会員共通の願いが溢れ、大変
有意義な時間となりました。
　ファミリーサポートセンターは育児の援助を受けたい人と
行いたい人が会員となり助け合う組織で、アドバイザーが相
互のマッチングをします。協力会員は仕事の空き時間に活動
する方や、子どもが好き！の気持ちで登録し活動している方
もおりますので、興味のある方はこあらまでお問い合わせく
ださい。

　２００６年に「高齢者虐待の防止、高齢者の養
護者に対する支援等に関する法律」（高齢者虐待
防止法）が施行され、虐待への対応整備が進んで
きましたが、虐待の件数については全国的に高止
まりしている状況です。
　虐待が発生する背景はその家庭によって違いは
ありますが、主に家族の介護負担の増加や本人の
認知症発症、経済的困窮、人間関係の不和などが

◆高齢者虐待の種類◆

　　問子育て支援センター　☎ 0238（44）2822

要因として挙げられることが多いです。本人のた
めによかれと思ってやっていることが虐待に繋
がってしまうなど自覚がない場合も多くあります。
　些細なことでも構いませんので虐待を受けてい
る方、その可能性・疑いのある方等を耳にされた
場合は地域包括支援センターへご相談ください。
相談いただいた方の秘密は厳守いたします。
　高齢者の安心で健やかな生活を守るため、高齢
者虐待について理解を深めていただき、誰もが安
心して暮らせるまちをつくりましょう。

身体的虐待 殴る蹴るといった暴行、身体の拘束・抑制、本人の行動を強く制限するなど

介護・世話の放棄（ネグレクト）おむつ交換や食事提供など身の回りの世話をしない、劣悪な環境に放置するなど

心理的虐待 無視、怒鳴る、嫌がらせ、尊厳を傷つけるような言葉をかけるなど

性的虐待 わいせつな行為をする、下半身を裸にしたり下着のままで放置するなど

経済的虐待 本人の合意なしに財産や金銭を使用する、必要な金銭を使わせないなど

セルフネグレクト
何かしらの原因（認知症、うつ病等）により自身の生活が大きく乱れ、住環
境の悪化（ゴミ屋敷状態）や医療・介護サービスの拒否、社会からの孤立な
どを引き起こす
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―　今月の表紙　―
　１１月２２日㈯に開催された

「かわにし福祉ひろば」（社会福祉
協議会主催）でスタッフとして活
動した「川西町ＹＹボランティア
サークル」のみなさんです。サー

小野  柊
し ゅ う

羽  さん  （玉庭地区出身）

Profile

▶山梨学院大学３年生　ホッケー部所属

▶第７４回全日本学生ホッケー選手権大会３位、大会優秀選手に選出

▶ U ２１（２１歳以下）日本代表選手

▶山形県成年男子チームとして国民スポーツ大会に出場

▶▶小野さんが所属する山梨学院大学ホッケー小野さんが所属する山梨学院大学ホッケー
　部の情報は、右の QR コードより、公式　部の情報は、右の QR コードより、公式
　Instagram アカウントをご覧ください。　Instagram アカウントをご覧ください。

1616

▶▶インタビューの完全版はこちらインタビューの完全版はこちら
　町ホームページでは、インタビューの詳しい　町ホームページでは、インタビューの詳しい
　内容をご覧いただけます。　内容をご覧いただけます。

叔父の影響からホッケーの世界へ
　叔父が日本代表のホッケー選手だったので、よく
試合を見に行っていました。気付いたら自分もホッ
ケーを始めていました。
いつまでも向上心を持てる存在
　ホッケーは、何年続けても課題を追求でき、向上
心を持って取り組むことができます。これがホッ
ケーの好きなところでもあります。
一流から感じる言葉の重要性
　日本のフル代表の練習にも参加しています。代表
の練習では、ミーティングをたくさん行い、プレー
やシチュエーションを的確に言葉にすることを重要
視しています。頭の中でしっかり理解したうえでプ
レーをすることが大切です。

　大学でも積極的にコミュニケーションをとって、
チーム力の向上を目指しています。
チーム山形で成し遂げた 2連覇
　国民スポーツ大会に出場するためには、東北の大
会で優勝する必要があります。昨年は何とか国民ス
ポーツ大会出場を決めることができました。今年は、
東北王者としてチーム初の２年連続出場を成し遂げ
たいという気持ちと、チームメンバーへの絶対的な
信頼を持って大会に臨みました。
日本代表として、地域を盛り上げる人として
　日本代表選手として定着し、活躍できるようにな
りたいです。そのために、今後もスキルや知識を磨
いていきます。その後は、川西町に帰り、川西町の
ホッケーを盛り上げていきたいです。

クルのみなさんは、主に赤い羽根共同募金や
フードドライブ、レモネードスタンドの受け
付けを行いました。レモネードスタンドでは、
小児がんの治療を支援するため、売り上げの
一部が山形大学医学部へ寄附されました。


